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生徒と議員で、
本音のしゃべり場2
来て！見て！話せた！あんなこと、こんなこと…
東郷高校生徒会役員と、東郷町議会広報広聴委員会との意見交換会が催されました。

令和3年12月22日（水）14：00-16：00 東郷町役場4階 委員会室

生
徒
会
長　

大
き
い
マ
ッ
プ

は
、
自
転
車
通
学
が
多
い
こ

と
か
ら
ど
こ
が
危
険
な
の
か

を
ま
と
め
た
マ
ッ
プ
で
、
昨

年
の
生
徒
会
役
員
が
中
心
と

な
っ
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

小
さ
い
マ
ッ
プ
は
文
化
祭
で

生
徒
が
危
な
い
と
思
う
所
に

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
も
ら
い
、

生
徒
会
役
員
が
危
険
な
と
こ

ろ
を
特
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
作
っ
た
も

の
で
す
。
全

部
現
地
で
確

認
い
た
し
ま

し
た
。

　

ガ
タ
ガ
タ
道
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
が
な
く
て
危
険
な
場
所
、

草
が
道
の
半
分
ま
で
生
い
茂
り

人
の
行
き
違
い
が
で
き
な
い
場

所
も
あ
り
ま
し
た
。

　

改
善
で
き
る
点
が
あ
れ
ば
、

町
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

委
員
長　

広
報
広
聴
委
員
会

と
し
て
、
東
郷
高
校
の
み
な

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報

を
町
の
安
全
安
心
課
で
活
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
‼

生
徒　

登
校
の
途
中
、
犬
の

散
歩
の
お

ば
さ
ん
が

い
て
、
犬

に
触
れ
さ

せ
て
く
れ

た
り
す
る
。
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
良
い
方
々
が
多
い
の
か

な
っ
て
思
う
。

生
徒　

落
ち
着
き
ま
す
。
家

の
周
り
は
国
道
と
か
で
車
が

多
く
て
、
静
か
な
と
こ
ろ
が

な
い
。
東
郷
は
、
平
和
と
い

う
か
落
ち
着
き
が
あ
っ
て
良

い
な
っ
て
思
う
。

生
徒　

名
古
屋
市
名
東
区
か

ら
自
転
車
で
通
っ
て
る
が
、

名
古
屋
は
高
い
ビ
ル
が
多

い
。
東
郷
町
は
、
視
界
が
開

け
て
い
て
あ
た
り
が
見
ま
わ

し
や
す
い
し
、
空
が
広
い
。

生
徒
と
議
員

本
音
の
し
ゃ
べ
り
場

町
内
の

危
険
箇
所
マ
ッ
プ

東
郷
町
は
ど
ん
な
町
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な
り
ま
す
。

生
徒　

機
会
が
あ
れ
ば
行
っ

て
み
た
い
。
興
味
が
あ
る

と
、
は
ま
る
と
思
い
ま
す
。

委
員　

い
た
だ
い
た
提
案
の

中
で
「
生
徒
と
議
会
が
話
せ

る
場
を
増
や
す
」
と
あ
っ

て
、
文
化
祭
の
話
が
出
た
け

ど
、
例
え
ば
、
文
化
祭
に
議

員
が
お
邪
魔
し
て
、
何
か
催

し
を
や
る
と
か
、
交
流
が
で

き
る
場
を
作
る
と
か
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？

委
員　

生
徒
だ
け
で
な
く
、

先
生
も
保
護
者
の
方
も
参
加

で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

生
徒　

小
さ
い
頃
か
ら
交
流

を
広
め
て
い
く
と
、
大
き
く

な
っ
た
時
も
交
流
が
進
む
。

交
流
の
目
的
意
識
を
持
っ
て

く
れ
る
。

委
員　

提
案
の
小
中
学
校
で

の
講
演
会
と
は
？ 

議
員
が

出
向
い
て
話
を
す
る
と
い
う

こ
と
？

生
徒　

職
場

体
験
の
よ
う

な
子
ど
も
た

ち
が
見
学
に

来
る
よ
う
な

こ
と
で
も
良
い
。

委
員　

東
郷
町
で
は
、
年
に

生
徒　

東
郷
町
は
駅
が
な
い

か
ら
駅
を
作
り
た
い
。
日
進

赤
池
に
行
く
の
に
不
便
。
駅

が
あ
れ
ば
、
ら
ら
ぽ
ー
と
に

も
、
も
っ
と
人
が
集
ま
る
。

委
員　

限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
駅
を
作
る
と
な
る
と
大

変
。
何
百
億
円
も
の
予
算
確

保
が
必
要
。

生
徒　

引
っ
越
し
し
て
く
る

と
き
両
親
が
駅
に
近
い
と
こ

ろ
を
探
し

て
い
た
。

駅
か
バ
ス

停
が
近
い

と
こ
ろ
を

選
ぶ
と
思
う
。

委
員　

「
ち
ょ
う
ど
級
タ
ウ

ン
東
郷
町
」
と
い
う
動
画
を

み
た
こ
と
は
？

生
徒
全
員　

み
た
こ
と
な
い
。

委
員　

結
構
面
白
い
よ
。
歌

が
あ
っ
て
「
町
の
中
に
は
駅

が
な
い
⁉
で
も
町
の
ま
わ
り

に
駅
５
つ
⁉
ち
ょ
う
ど
い
い

じ
ゃ
ん
。
ど
こ
で
も
行
き
や

す
く
っ
て
。
鉄
道
ア
ク
セ

ス
ち
ょ
う
ど
級
東
郷
町
」
と

い
う
歌
。
町
の
中
に
は
な
い

け
ど
、
日
進
市
で
も
場
所
に

よ
っ
て
は
東
郷
町
内
よ
り
地

下
鉄
駅
に
遠
い
よ
ね
。

生
徒　

今
は
、
赤
池
に
行
く

し
か
な
く
て
。
小
さ
く
て
も

い
い
か
ら
地
下
鉄
の
駅
と

か
。
名
古
屋
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
他
に
も
行
け
る
。

委
員　

駅
が
近
く
に
あ
る

と
、
日
進
や
赤
池
周
辺
の
よ

う
な
街
並
み
に
な
る
。
ビ
ル

が
い
っ
ぱ
い
の
便
利
が
良
い

か
、
田
園
風
景
の
中
で
の
静

か
な
生
活
が
良
い
の
か
、
ま

ち
づ
く
り
の
選
択
か
な
。

生
徒　

男
性
が
多
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
た
け
ど
女
性
も
い

て
、
び
っ
く
り
し
た
。 

委
員　

16
人
中
3
人
が
女
性

で
す
。

生
徒　

会
っ
た
瞬
間
は
堅
苦

し
い
イ
メ
ー

ジ
だ
っ
た

が
、
話
し
て

み
た
ら
そ

う
で
も
な

か
っ
た
。

生
徒　

頭
が
い
い
イ
メ
ー

ジ
。
自
分
の
要
望
も
通
る
と

は
思
え
な
い
。
近
く
で
は
関

わ
れ
て
い
な
い
。
ち
ょ
っ
と

離
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
。

生
徒　

後
ろ
姿
が
怖
い
な
っ

て
。
き
っ
ち
り
し
て
い
て

規
律
が
す
べ
て
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
。

生
徒　

印
象
が
変
わ
っ
た
。

い
ろ
い
ろ
受
け
入
れ
て
く
れ

て
包
容
力
が
あ
る
。

生
徒　

自
分
の
意
見
が
通
る

か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
わ

く
わ
く
感
が
あ
る
。

生
徒　

堅
苦
し
い
情
報
だ
と

ス
ー
ッ
と
抜
け
ち
ゃ
う
。
何

が
言
い
た
い
の
か
な
っ
て
。

漫
画
風
や
ポ
ス
タ
ー
が
い
い

か
な
。

生
徒　

イ
ン
ス
タ
と
か
、

S
N
S
で
情

報
発
信
が
あ

る
と
良
い
。

S
N
S
を
使

う
若
者
は
情

報
を
見
や
す
い
。

生
徒　

名
前
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
っ
て
も
何
を
し
て
い
る

の
か
耳
に
入
っ
て
来
な
い
。

若
者
は
ス
マ
ホ
と
か
で
調
べ

て
い
る
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
・
T
w
i
t
t
e
r
と
か

見
た
ん
だ
け
ど
伝
わ
っ
て
こ

な
い
。
視
点
を
変
え
て
み
て

は
。

委
員　

若
者

向
け
の
議
会

報
告
会
を
開

催
し
た
ら
？

生
徒　

気
に

生
徒
と
議
員 

本
音
の
し
ゃ
べ
り
場

駅
が
あ
っ
た
ら

良
い
の
か
な
？

議
会
や
議
員
の

イ
メ
ー
ジ
は
？

ど
う
し
た
ら
議
会
に

関
心
を
持
て
る
か
な
？

議
員
と
の

交
流
の
場
は
？

1
回
だ
け
ど
、
小
中
学
生
が

議
会
に
来
て
意
見
を
言
っ
て

い
た
だ
く
「
子
ど
も
議
会
」

と
い
う
場
が
あ
る
。

生
徒　

「
子
ど
も
議
会
」
も

良
い
け
ど
、
積
極
的
な
子

ど
も
し
か
参
加
し
な
い
の

で
、
小
中
学
校
に
来
て
も

ら
っ
て
、
交
流
し
た
方
が

多
く
の
子
ど
も
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
が
増
え
る
。

委
員　

他
の
自
治
体
で
は
、

政
治
の
仕
組
み
を
勉
強
す
る

授
業
の
時
間
に
本
物
の
議
員

が
出
向
い
て
、
議
会
や
政
治

の
仕
組
み
や
仕
事
を
説
明
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

実
際
の
議
会
で
の
こ
う
い

う
議
論
が
あ
っ
て
こ
う
い

う
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
い

う
話
だ
と
、
教
科
書
に
書

い
て
あ
る
こ
と
よ
り
も
、

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
の
か
な
。

委
員　

危
険
箇
所
マ
ッ
プ
を

「
ハ
イ
ぎ
か
い
で
す
」
の

表
紙
に
載
せ
て
も
い
い
の

で
は
。

生
徒　

議
員
さ
ん
は
東
郷
町

全
体
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
る
と
思
う
の
で
高
校
生
と

は
違
う
視
点
で
の
「
お
す
す

め
の
ス
ポ
ッ
ト
」
と
か
を
聞

い
て
み
た
い
。

議
会
と
の
コ
ラ
ボ
⁉
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委
員　

僕
ら
の
年
代
が
面
白

い
と
思
う
ス
ポ
ッ
ト
と
高

校
生
の
み
な
さ
ん
が
面
白

い
と
思
う
ス
ポ
ッ
ト
を
集
め

て
「
東
郷
町
の
お
す
す
め
ス

ポ
ッ
ト
集
」
を
作
っ
て
み
て

は
。
お
互
い
に
気
付
か
な
い

場
所
を
発
見
で
き
る
。

生
徒　

「
ら
ら
ぽ
ー
と
」
と

か
、
高
校
生
目
線
で
イ
ン
ス

タ
映
え
す
る
所
だ
っ
た
ら
高

校
生
の
方
が
詳
し
い
け
ど
、

他
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
の
で

面
白
そ
う
。

委
員　

例
え
ば
「
ハ
イ
ぎ
か

い
で
す
」
の
表
紙
の
写
真

は
、
東
郷
町
の
名
所
の
写
真

を
掲
載
し
て
い
る
け
ど
、
高

校
生
か
ら
の
ス
ポ
ッ
ト
の
紹

介
が
あ
る
と
面
白
い
。

生
徒　

東
郷
町
に
は
図
書
館

は
あ
る
ん
で
す
か
。
大
き
い

図
書
館
と
か
、
学
校
帰
り
に

ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
勉
強
で
き

る
場
所
が
欲
し
い
。

委
員

去
年
も
そ
の
話
は
出

た
け
ど
、
今
の
図
書
館
は
17

時
で
閉
館
な
ん
だ
よ
ね
。

委
員

欲
し
い
の
は
勉
強
す

る
場
所
だ
と
し
た
ら
、
図
書

館
で
は
な
く
て
も
、
他
の
場

所
で
実
現
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。

生
徒　

地
域
の
年
齢
層
を
ま

予算常任委員会発足！　　　
　１２月議会で、「東郷町議会委員会に関する条例の一部改正案」が全員賛成で可決され、新たに「予算常任委員会」が発足しま
した。
　今までは、当初予算を審議する３月議会のみ「予算特別委員会」を立ち上げ審査されてきましたが、年度途中に提案される補正
予算は、既存の２つの常任委員会にそれぞれの所管ごとに付託されていました。
　課題の一例として、収入を総務経済委員会で審査し、支出を文教民生委員会で審査するケー
スが生じた場合、その判断が異なると、ねじれが生じてしまいます。（収入が否決されたのに支
出が可決される？など。）
　今後は、新設された予算委員会が一括して審査することになり、その課題が解消されること
になります。

分割付託の課題解消へ

　議員の方とお話したことで、学校をよくし
たい思いは町をよくしたいという思いにつ
ながり、自分たちの願いを形にすることの
難しさを改めて知ることができました。定
期的にこのような場があると嬉しいです。
貴重な経験をありがとうございました。

　「硬いイメージがあったけど、見方が変わった。」うれしい声をい
ただきました。若者と議会との距離が縮まるきっかけになったので
はないでしょうか。ぜひ、学校にも持ち帰っていただき、議会への、
町政への、政治への関心が一層高まることを期待しています。
　私たちも新しい気づきをたくさんいただきました。またやりま
しょう！

令和3年度「東郷町議会広報広聴委員会との意見交換会」振り返り
生徒会長 委員長

あ
っ
た
ら
良
い
な

生
徒
と
議
員

本
音
の
し
ゃ
べ
り
場

た
い
だ
運
動
会
。
世
代
間

や
地
域
間
の
交
流
も
で
き

る
し
、
出
店
と
か
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
と
か
、
賞
品
と
か
あ
っ

た
ら
子
ど
も
た
ち
も
み
ん
な

参
加
し
て
く
れ
る
。

委
員

昔
あ
っ
た
ん
で
す
よ

ね
。
何
か
別
の
方
法
で
も
で

き
な
い
か
な
あ
。

生
徒　

小
中
学
校
と
一
緒
に

ご
み
拾
い
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ

て
も
い
い
。
ラ
ジ
オ
体
操
の

の
よ
う
に
ス
タ
ン
プ
を
集
め

る
と
ジ
ュ
ー
ス
を
も
ら
え
る

と
か
。

委
員
長

こ
の
意
見
交
換
会

ぜ
ひ
継
続
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
‼
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議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
取
組

見えないところでも『議会』は動いています！
議会活性化特別委員会の取組

　議会活動というと、一般的には議場での本会議を思い浮かべる方
が多いのですが、実は年4回の議会会期中だけではなく、閉会中も
各委員会や作業班は活動しています。
　その中の一つに「議会活性化特別委員会」があります。この委員
会は二つの小委員会から構成され、その中にもいくつかの作業班が
あり、各種付託案件を継続して審査、研究しています。
　今回はその中から各小委員会として取り組んでいる代表的案件
の進捗状況を紹介します。

議会活性化特別委員会

議会向上小委員会

作業班 作業班作業班 作業班

開かれた
議会小委員会

政務活動費
　政務活動費とは議員の活動において発生する経
費の一部を公費で賄おうとするもので、本町の場合
議員1名あたり年12万円が申請により支給されてい
ます。しかしその使途は厳密に規定されており、安易
に使用することは禁止されています。
　今回本町でも近隣市町で認められている使途を参
考に、より現実に即した使途を見直しすると同時に、
クラウドなどの活用や、その精算報告もより（町民の
方が見られても）判りやすいものへと変更予定です。

これら以外でも、町民のみなさまに支持され、期待され
る議会にするために何が必要か？またデジタル・AI社会
に向けて議会もどう変わるべきかなども並行し研究し
ていきます。今後の議会の活性化に向けた動きに、乞う
ご期待です！

災害時対応
　地震や台風をはじめとして、様々な災害発生時に、
議会として町や各地区 （自治会や区）とどのように連
携して対応するかを予め定めたもので、要綱・指針・
マニュアルから構成されています。議員が個々にバ
ラバラに動くのではなく、議会に設置される連絡会
議がコントロールタワーとして情報の収集、伝達等
の一元化をおこなうことで現場での混乱を回避する
ようになっています。また、災害発生後、一定期間経
過後は対外的な活動に加えて、補正予算の編成承認
に向け迅速に対応できるように定めています。

議会で策定した災害時の対応マニュアル （一部抜粋）
閉会期間中

防災準備期 初動期
災害発生前 (町災害対策本部設置時)～ 災害発生時～24時間

議会(事務局) ① 災害発生予見の状況確認
　・町災害対策本部 (以下町災対本部)から
    一次情報収集
② 議員 (家族)の所在(待機場所)確認
　・既定の確認情報集計表に記載
③ 議会災害対応連絡会議 (以下 連絡会議)設立準備
　・構成議員が町外の場合は、代理(副委員長)を指名
④ 町災対本部との情報共有
   ・事務局は町災対本部から出向扱いで、
    連絡会議をサポートする
   ・具体的防災措置等の内容共有

① 災害発生状況の確認
　・同左

② 同左

③ 連絡会議設立

④ 同左継続
　・議員の所在や連絡会議設立の報告

議会事務局は、原則町
災対本部の管轄下では
あるが、初動期後は速や
かに連絡会議のサポー
トを行う。また必要に応
じて、議長から要請を受
けた、登庁可能な近隣
在住の議員が当初その
任を担うことがある。

議長 (連絡会議)

① 速やかに登庁 (議長室)し、連絡会議招集の準備
　・議員全員に自宅、及び避難所での待機を指示
　・防災マニュアルにそって対応準備を行う
② 町災対本部への議会としての準備状況報告
　・議会のコントロールタワーとしての職務開始準備
③ 町災対本部との双方向の情報収集伝達を行う
　・被災予想場所、避難所設置状況等の状況
　・各議員の防災メンバーとしての出動準備状況
④ 各議員に指示場所での待機、もしくは支援活動を指示
　・必要に応じ、防災メンバーとしての出動準備の指示

① 災害発生後、必要があれば
    連絡会議を招集開催
　・議員全員の所在、安否確認後に
    構成議員を招集
　・別途マニュアルにそって運営開始
② 町災対本部への側面支援業務を統括する
　・議会のコントロールタワーとしての
    職務開始
③ 同左継続
　・適宜、連絡会議で集計した情報を共有
　・適宜、災対本部からの情報を連絡会議と
    共有する
④ 同左継続
　・必要に応じて活動報告を求める

構成議員:
 議長

副議長
議会運営委員長
総務経済委員長
文教民生委員長
広報広聴委員長

議員報酬
　議員報酬に関しては、純粋な議員活動の対価としての報酬
というだけでなく、家族を養いながらも町政に関わりたいとい
う方にとっては、生活給としての一面もあることは無視できま
せん。一方で、町民のみなさまのコンセンサスを得るために
も、思い込みや感情論ではなく、客観的なデータや事実に基
づいた見直しも必要と考えます。
　そこで、まずは現状を詳細に把握し、検証・分析した上で、本
来のあるべき議員活動に見合ったふさわしい報酬とはどのよ
うなものかを研究していきたいと考えています。

市（町）長 副市（町）長 職員 議員

日進 108% 107% 103% 115%

豊明 101% 105% 101% 108%

みよし 100% 100% 99% 103%

長久手 95% 94% 100% 97%

東郷 96% 94% 98% 77%
近隣市町の給与（報酬）額平均値を100とした場合、各市町それぞれの
給与（報酬）額の偏差率一覧
尚、職員の平均年齢は±1歳未満（39.4-40.3）であった。
※議員報酬は特別職報酬等審議会にて審議され、その意見を聴き決定します。
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12月定例会及び臨時会での議案審議の　　　内容とその結果一覧をおしらせします。

議
案
審
議
の
結
果
一
覧

12月定例会　令和３年第４回定例会は会期11月29日～12月21日の間に開催されました。 それぞれの議案の概要およびポイント

公…公明党 　共…日本共産党東郷町議員団
明…明翔とうごう　□…無所属の会 会派 新東会 公 共 明 � 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無

12月議会では、町長提出の議案のうち、議案第51号で受給資格者から婚姻しているものと就業者を除いた修正案、
議案第56号でスポーツ一般管理事業としての報償費削除の修正案が可決されました。 QR コード議案名

○…賛成　×…反対
討…討論を有した議案と議員
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議案第47号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

討

議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ 人権擁護委員の任期満了に伴い後任者を令和4年4月1日から任命する

議案第48号 令和３年度東郷町一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 歳入歳出それぞれ558,873千円を増額し、歳入歳出予算総額をそれぞれ14,101,956千円と定める

議案第49号 東郷町職員の修学部分休業に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 職員の修学部分休業に関し、必要な事項を定める

議案第50号 東郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 特定教育・保育施設等が作成する記録等を書面に代え電磁的記録とすることができることを定める

議案第51号 東郷町子ども医療費支給条例の一部改正について
修正案 可決 ○ 

討 ○ ○ × ○
討 ○ × × ○ 

討 × ○ × × ○ × 現に監護している子どもが満18歳に達し成年となったときも最初の3月31日までは引き続き保護者とし、高校生等のうち婚姻しているもの及び就業
者は受給資格者としない

原案 否決 × × × ○ 
討 × × ○ ○ 

討 × ○ × ○ 
討 ○ × ○ 現に監護している子どもが満18歳に達し成年となったときも最初の3月31日までは引き続き保護者とし、高校生等のうち婚姻しているもの及び就業

者も受給資格者とする

議案第52号 東郷町国民健康保険条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 出産育児一時金支給額を408,000円と定める

議案第53号 日進市と愛知郡東郷町との間におけるし尿処理事務の委
託に関する規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町が日進市に委託するし尿処理に関し処理施設の変更に伴い規約を変更する

議案第54号 公の施設の指定管理者の指定について（兵庫児童館） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 兵庫児童館の指定管理者をハマダスポーツ企画株式会社に指定する

議案第55号 町道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 南蚊谷9号線、東蚊谷2号線を新たに町道に認定する

議案第56号 令和３年度東郷町一般会計補正予算（第６号）
修  
正  
可  
決

修
正
案

○ 
討

○ 
討

○ 
討

×
討 ○ ○ × ×

討 ○ × ○ ×
討 × ○ × スポーツ一般管理事業のうち報償費を認めない

修正部
分を除
く原案

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案：歳入歳出それぞれ138,844千円を増額し予算総額を14,240,800千円とする

議案第57号 令和３年度東郷町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ147,420千円を増額し歳入歳出それぞれ3498,776千円とする

議案第58号 令和３年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会計補
正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算にそれぞれ8,337千円を増額し総額をそれぞれ131,735千円とする

議案第59号 令和３年度東郷町下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 収益的支出予算を6,655千円増額し総額を876,536千円と定める

議案第60号 令和３年度東郷町一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新型コロナウィルス感染症対策に歳入歳出総額それぞれ754,919千円を増額する

請願第３号 介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての請
願書 不採択 × × × ○ 

討 × × × × 
討 × × × × 

討 × × × 市町村の介護、福祉、医療などの社会保障施策拡充について求める

陳情第９号 陳情書「地元自治体との連携による経営支援体制確立と
地域商工業振興に対する施策の拡充」 採択 ○ ○ ○ ○ ○ 

討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地元自治体との連携による経営支援体制確立と地域商工業振興に対する施策の拡充を要望

発議第２号 東郷町議会委員会に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 常任委員会に予算委員会を加えることを定める

１２月臨時会　令和3年第2回臨時会は12月28日に開催されました。 それぞれの議案の概要およびポイント

再議第1号 東郷町子ども医療費支給条例の一部を改正する条例に
対する再議について

否決 
（12 月 21 日の

本会議で修正
可決した議案

第 51 号）

× × × × × × × × × × × ×
議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

× × × 令和3年第4回東郷町議会定例会において、令和3年12月21日に修正議決された議案第51号について、異議があるため、地方自治法第176条第1項の
規定により、再議に付する

議案第51号 東郷町子ども医療費支給条例の一部改正について
修正案 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 

討 × × ○ × ○ × × ○ × 現に監護している子どもが満18歳に達し成年となったときも最初の3月31日までは引き続き保護者とし、高校生等のうち婚姻しているもの及び就業
者は受給資格者としない

原案 否決 × × × ○ 
討 × × ○ ○ 

討 × ○ × ○ 
討 ○ × ○ 現に監護している子どもが満18歳に達し成年となったときも最初の3月31日までは引き続き保護者とし、高校生等のうち婚姻しているもの及び就業

者も受給資格者とする
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12月定例会及び臨時会での議案審議の　　　内容とその結果一覧をおしらせします。

議
案
審
議
の
結
果
一
覧

12月定例会　令和３年第４回定例会は会期11月29日～12月21日の間に開催されました。 それぞれの議案の概要およびポイント

公…公明党 　共…日本共産党東郷町議員団
明…明翔とうごう　□…無所属の会 会派 新東会 公 共 明 � 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無

12月議会では、町長提出の議案のうち、議案第51号で受給資格者から婚姻しているものと就業者を除いた修正案、
議案第56号でスポーツ一般管理事業としての報償費削除の修正案が可決されました。 QR コード議案名

○…賛成　×…反対
討…討論を有した議案と議員
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議案第47号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

討

議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ 人権擁護委員の任期満了に伴い後任者を令和4年4月1日から任命する

議案第48号 令和３年度東郷町一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 歳入歳出それぞれ558,873千円を増額し、歳入歳出予算総額をそれぞれ14,101,956千円と定める

議案第49号 東郷町職員の修学部分休業に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 職員の修学部分休業に関し、必要な事項を定める

議案第50号 東郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 特定教育・保育施設等が作成する記録等を書面に代え電磁的記録とすることができることを定める

議案第51号 東郷町子ども医療費支給条例の一部改正について
修正案 可決 ○ 

討 ○ ○ × ○
討 ○ × × ○ 

討 × ○ × × ○ × 現に監護している子どもが満18歳に達し成年となったときも最初の3月31日までは引き続き保護者とし、高校生等のうち婚姻しているもの及び就業
者は受給資格者としない

原案 否決 × × × ○ 
討 × × ○ ○ 

討 × ○ × ○ 
討 ○ × ○ 現に監護している子どもが満18歳に達し成年となったときも最初の3月31日までは引き続き保護者とし、高校生等のうち婚姻しているもの及び就業

者も受給資格者とする

議案第52号 東郷町国民健康保険条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 出産育児一時金支給額を408,000円と定める

議案第53号 日進市と愛知郡東郷町との間におけるし尿処理事務の委
託に関する規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町が日進市に委託するし尿処理に関し処理施設の変更に伴い規約を変更する

議案第54号 公の施設の指定管理者の指定について（兵庫児童館） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 兵庫児童館の指定管理者をハマダスポーツ企画株式会社に指定する

議案第55号 町道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 南蚊谷9号線、東蚊谷2号線を新たに町道に認定する

議案第56号 令和３年度東郷町一般会計補正予算（第６号）
修  
正  
可  
決

修
正
案

○ 
討

○ 
討

○ 
討

×
討 ○ ○ × ×

討 ○ × ○ ×
討 × ○ × スポーツ一般管理事業のうち報償費を認めない

修正部
分を除
く原案

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案：歳入歳出それぞれ138,844千円を増額し予算総額を14,240,800千円とする

議案第57号 令和３年度東郷町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ147,420千円を増額し歳入歳出それぞれ3498,776千円とする

議案第58号 令和３年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会計補
正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算にそれぞれ8,337千円を増額し総額をそれぞれ131,735千円とする

議案第59号 令和３年度東郷町下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 収益的支出予算を6,655千円増額し総額を876,536千円と定める

議案第60号 令和３年度東郷町一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新型コロナウィルス感染症対策に歳入歳出総額それぞれ754,919千円を増額する

請願第３号 介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての請
願書 不採択 × × × ○ 

討 × × × × 
討 × × × × 

討 × × × 市町村の介護、福祉、医療などの社会保障施策拡充について求める

陳情第９号 陳情書「地元自治体との連携による経営支援体制確立と
地域商工業振興に対する施策の拡充」 採択 ○ ○ ○ ○ ○ 

討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地元自治体との連携による経営支援体制確立と地域商工業振興に対する施策の拡充を要望

発議第２号 東郷町議会委員会に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 常任委員会に予算委員会を加えることを定める

１２月臨時会　令和3年第2回臨時会は12月28日に開催されました。 それぞれの議案の概要およびポイント

再議第1号 東郷町子ども医療費支給条例の一部を改正する条例に
対する再議について

否決 
（12 月 21 日の

本会議で修正
可決した議案

第 51 号）

× × × × × × × × × × × ×
議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

× × × 令和3年第4回東郷町議会定例会において、令和3年12月21日に修正議決された議案第51号について、異議があるため、地方自治法第176条第1項の
規定により、再議に付する

議案第51号 東郷町子ども医療費支給条例の一部改正について
修正案 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 

討 × × ○ × ○ × × ○ × 現に監護している子どもが満18歳に達し成年となったときも最初の3月31日までは引き続き保護者とし、高校生等のうち婚姻しているもの及び就業
者は受給資格者としない

原案 否決 × × × ○ 
討 × × ○ ○ 

討 × ○ × ○ 
討 ○ × ○ 現に監護している子どもが満18歳に達し成年となったときも最初の3月31日までは引き続き保護者とし、高校生等のうち婚姻しているもの及び就業

者も受給資格者とする

無 無
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2つの修正可決
令和3年第4回定例会（12月議会）において

■子ども医療費支給条例の一部改正

■令和３年度東郷町一般会計補正予算（第6号）

修正案可決

修正案可決

（賛成８、反対７）

（賛成８、反対７）

【 原 案 】
民法改正に伴い、就業者や既婚者を含め、

18歳に達した最初の３月３１日まで受給資格者とし、本人支給に変更。

【 原 案 】
国際大会や全国大会に出場する選手に対し、奨励金を支給する

「スポーツ大会出場選手奨励金」事業費として、１５９万円を計上。

修
正
案
、
発
議
内
容
説
明

〈 修正案 〉
就業者や既婚者は「子育て支援」
の枠を超えるため、従来通り対象
外とし、扶養者への支給とする。

〈 修正案 〉
年度途中から奨励金事業を新たに
設けることは適当ではないことか
ら、事業費を削除。
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一
般
質
問

Q：
A：総務省のセキュリティガイドラインに準拠
東郷町フリーWi-Fiのセキュリティ対策は

一
般
質
問

町民のみなさまに代わって町政を問う

12月議会では13人の
議員が質問に立ちました。

【
問
】
1
回
の
接
続
時
間

60
分
、
1
日
6
回
ま
で

と
な
っ
て
い
る
理
由
は

何
か
。

【
企
画
部
長
】
多
数
の
町

民
が
利
用
で
き
る
こ
と
と

あ
わ
せ
、
愛
知
県
警
察
本

部
よ
り
公
衆
無
線
L
A
N

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

推
進
に
つ
い
て
の
お
願
い

も
あ
り
、
悪
用
防
止
や
利

用
者
の
安
全
確
保
の
た
め

の
対
策
と
し
て
接
続
時

間
、
回
数
の
制
限
を
行
っ

て
い
る
。

【
問
】
フ
リ
ー
W
i-

F
i

で
は
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で

保
護
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」

と
出
る
こ
と
が
多
い
が
、

東
郷
フ
リ
ー
W
i-

F
i

で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を

取
っ
て
い
る
か
。

【
企
画
部
長
】
本
町

で
は
総
務
省
の
公
衆

W
i-

F
i
に
関
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
準
拠
し
た
サ
ー
ビ
ス

と
な
っ
て
お
り
、
具
体
的

に
は
外
部
か
ら
の
不
正
ア

ク
セ
ス
や
悪
意
あ
る
攻

撃
に
対
し
て
フ
ァ
イ
ア

ウ
ォ
ー
ル
に
よ
る
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
実
施
し
て
い

る
。
無
線
L
A
N
区
間

に
お
け
る
通
信
内
容
の

搾
取
及
び
改
ざ
ん
、
内
部

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
侵
入

や
利
用
者
同
士
の
接
続
、

利
用
者
へ
の
な
り
す
ま

し
、
不
正
な
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
に
よ
る
通
信
内
容

の
搾
取
等
を
ブ
ロ
ッ
ク
し

て
い
る
。

フリーWi-Fi

熊田　彰夫 議 員
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Q：
A：地域との連携のため周知の必要性を検討
校則をホームページで公開すべきでは

Q：
A：国土調査法第19条第5項を活用し整備
地籍調査実施の考えは。本町進捗率1.1％

近藤　鑛治 議 員

生徒発案の校則改定の流れ（東郷中学校）

中野　まさひろ 議 員

【
問
】
校
則
の
法
的
位
置
づ

け
、
制
定
改
廃
の
権
限
は
。

【
教
育
部
長
】
法
令
の
根

拠
規
定
は
な
い
。
制
定
改

廃
の
権
限
は
校
長
に
あ
る
。

【
問
】
生
徒
が
校
則
に
疑
問

や
変
更
希
望
を
持
っ
た
場

合
の
見
直
し
の
手
続
き
は
。

【
教
育
部
長
】
生
徒
会
活

動
で
の
意
見
集
約
の
他
、

個
人
で
も
申
し
出
が
可
能
。

【
問
】
生
徒
・
保
護
者
・

地
域
の
校
則
へ
の
意
識
を

高
め
、
見
直
し
を
促
す
た

め
、
校
則
を
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
べ
き

で
は
。

【
教
育
部
長
】
国
が
通
知

し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
公
開
の
先
進
事
例

は
、
今
後
の
参
考
と
す
る
。

【
問
】
子
ど
も
議
会
の
よ

う
に
、
様
々
な
階
層
の

様
々
な
ご
意
見
を
伺
い
、

町
民
の
み
な
さ
ま
の
知
恵

と
力
を
活
か
す
こ
と
が
必

要
で
は
。

【
町
長
】
町
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
意
見
を
伺
う
努
力

は
必
須
。
努
力
を
続
け
る
。

【
問
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
公
開
が
必
要
で
は
。

【
総
務
部
長
】窓
口
に
加
え
、

可
能
な
限
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
公
開
も
必
要
。

地図混乱地域（町内に地籍調査実施の必要
な所は多くある）

【
問
】
地
籍
調
査
は
国
土
調

査
法
に
基
づ
く
、
市
町
村

の
責
任
に
お
い
て
執
り
お

こ
な
う
事
務
で
、
土
地
の

所
有
者
、
境
界
、
面
積
な

ど
を
調
査
す
る
。
愛
知
県

か
ら
も
地
籍
調
査
実
施
の

お
願
い
が
あ
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
町
民
に
不
都
合
・

ト
ラ
ブ
ル
の
恐
れ
が
あ
る
。

費
用
負
担
及
び
事
務
負
担

は
実
質
5
％
で
済
み
、
実

施
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
災
害

復
興
の
迅
速
化
、
公
共
事

業
の
円
滑
化
、
所
有
不
明

土
地
対
策
等
が
あ
る
。
ま

た
地
籍
調
査
を
実
施
す
る

市
町
村
に
対
す
る
県
の
支

援
と
し
て
専
門
家
派
遣
、

計
画
策
定
支
援
、
実
情
に

応
じ
た
技
術
指
導
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
あ
る
。
本

町
で
実
施
す
る
考
え
を
伺

う
（
み
よ
し
市
は
進
捗
率

77.0
％
）

【
企
画
部
長
】
地
籍
調
査
で

は
な
く
、
国
土
調
査
法
第

19
条
第
5
項
に
よ
る
指
定

を
活
用
し
地
籍
の
整
備
を

進
め
る
。

※
国
土
調
査
法
第
19
条

第
5
項
に
よ
る
指
定

と
は
、
こ
れ
ら
国
土
調

査
以
外
の
測
量
及
び

調
査
を
行
っ
た
場
合

に
、
そ
の
成
果
が
国
土

調
査
の
成
果
と
同
等

以
上
の
精
度
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
た
と

き
に
は
、
国
か
ら
指
定

を
受
け
ら
れ
る
。

町
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り

附
属
機
関
等
の

会
議
資
料
・
議
事
録
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開

一
般
質
問

一
般
質
問
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一
般
質
問

町民に優しい「まち」
町民が安心して暮らせる「まち」にしていただくことを望む

コミュニティスクールの概念

【
問
】
モ
デ
ル
校
選
定
上
の

要
件
と
そ
の
後
の
展
開
は

【
教
育
部
長
】
C
S
の
導

入
に
当
た
っ
て
は
、
町
内

で
も
地
域
と
の
連
携
が
進

ん
で
い
る
学
校
を
対
象
と

し
、
そ
の
後
段
階
的
に
令

和
6
年
度
ま
で
に
町
内
全

校
で
の
導
入
を
目
指
し
て

い
く
。

【
問
】
C
S
導
入
の
目
的

と
目
指
す
べ
き
ゴ
ー
ル
は

何
か
。

【
教
育
部
長
】
学
校
と
地
域

が
連
携
・
協
働
す
る
こ
と

で
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
た
ち
を
健
全
に
育
成
で

き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
目
的
。
ゴ
ー
ル
は
学
校

運
営
に
地
域
の
声
を
積
極

的
に
生
か
し
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
「
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
作
り
」、「
地

域
と
共
に
あ
る
学
校
作

り
」
に
あ
る
。

【
問
】
C
S
導
入
に
お
け

る
想
定
（
惹じ

ゃ
っ

起き

）
さ
れ
る

問
題
点
や
課
題
は
何
か
。

【
教
育
部
長
】
C
S
に
参

画
さ
れ
る
地
域
の
方
の

拡
充
や
行
政
担
当
者
、

学
校
関
係
者
の
意
識
改

革
が
必
要
。

【
問
】
C
S
運
営
に
際
し

て
の
準
備
や
フ
ォ
ロ
ー

が
、
教
育
サ
イ
ド
と
保

護
者
、
地
域
住
民
双
方

へ
の
負
荷
増
に
は
な
ら

な
い
か
。

【
教
育
部
長
】
現
状
で
は
問

題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

高木　佳子 議 員

Q：
A：今年度中にモデル校1校を選定して実施
コミュニティスクール（CS）導入準備は

町民に優しいまちづくりを！

【
問
】
令
和
2
年
の
確
定
申

告
を
今
ま
で
の
や
り
方
と

変
え
た
理
由
は
。

【
総
務
部
長
】
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
防
止
策
を
徹
底
し
た
。

【
問
】
町
民
の
み
な
さ
ま
へ

の
影
響
は
い
か
が
か
。

【
総
務
部
長
】
多
数
の
ご
意

見
を
い
た
だ
い
た
。

【
問
】
令
和
3
年
の
確
定
申

告
の
体
制
を
伺
う
。

【
総
務
部
長
】
安
全
確
保
を

最
優
先
し
予
約
枠
を
ど
こ

ま
で
増
や
す
か
を
検
討
中
。

【
問
】
3
歳
児
検
診
で
の

視
力
検
査
の
方
法
は
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
普

段
の
お
子
さ
ん
の
目
の
状

態
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

と
ラ
ン
ド
ル
ト
環
を
用
い

た
視
力
検
査
を
実
施
。

【
問
】
視
力
検
査
を
家
庭
で

行
う
場
合
の
問
題
点
、
ご

相
談
、
対
処
を
伺
う
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
上

手
く
で
き
な
い
な
ど
の

ご
相
談
が
あ
っ
た
場
合

は
、
健
診
時
に
検
査
を

し
て
い
る
。

【
問
】「
弱
視
」
に
つ
い
て

親
御
さ
ん
へ
の
周
知
、
啓

発
は
さ
れ
て
い
る
か
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
早

期
発
見
で
き
る
よ
う
、
目

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
配
布
し
て
い
る
。

山下　茂 議 員

弱
視
の

早
期
発
見
に
つ
い
て

確
定
申
告
に
つ
い
て

11 　 令和 4 年 2 月 1 日　 　ハイ  ぎかいです



【
町
長
】
素
材
を
活
か
し
、

安
全
安
心
、
地
産
地
消
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど

も
た
ち
も
一
緒
に
食
べ
ら

れ
る
給
食
が
お
い
し
い
給

食
と
考
え
る
。

【
問
】
な
ぜ
所
信
表
明
で

財
源
根
拠
を
示
さ
な
か
っ

た
の
か
。

【
町
長
】
コ
ス
ト
削
減
等

に
対
す
る
職
員
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
町
長
に
な
っ
て

か
ら
し
か
わ
か
ら
な
い
。

出
し
に
く
い
。

一
般
質
問

所信表明から町長の言行一致・不一致を質す

前回（2018年）は
通常の当初予算
編成がなされていた

選
挙
後
に
補
正
予
算
で

挙
げ
る
に
し
て
も
楽
観

的
と
思
う
。

【
町
長
】
次
期
町
長
に
お

い
て
は
、
町
民
の
民
意

に
沿
っ
た
予
算
編
成
が

で
き
る
よ
う
に
骨
格
予

算
と
す
る
。

【
問
】
4
年
に
1
度
の
基

本
的
な
考
え
方
な
の
か
、

今
回
に
限
っ
た
考
え
な

の
か
。

【
総
務
部
長
】
原
則
と
し
て

骨
格
予
算
を
考
え
て
い
る

が
、
そ
の
時
々
の
実
情
で

あ
る
と
か
町
長
が
判
断
す

る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

【
問
】
令
和
4
年
度
当
初
予

算
編
成
の
考
え
方
は
。

【
総
務
部
長
】
町
長
選
挙

を
来
年
4
月
に
予
定
し
、

一
部
の
政
策
的
な
新
規

事
業
を
除
い
た
予
算
、

い
わ
ゆ
る
骨
格
予
算
で

編
成
す
る
。
当
初
予
算

に
含
ま
れ
な
い
経
費
は

選
挙
後
の
補
正
予
算
で

計
上
す
る
予
定
。

【
問
】
町
長
の
掲
げ
る
「
公

園
の
ま
ち
」
に
つ
い
て
、

総
合
計
画
の
実
施
計
画

（
令
和
3
年
〜
令
和
5
年

度
）
を
見
る
と
令
和
4
年

度
か
ら
事
業
が
開
始
さ
れ

る
も
の
が
あ
る
。
次
の
実

施
計
画
で
は
削
除
さ
れ
る

考
え
か
。

【
総
務
部
長
】
着
手
し
て
い

な
い
事
業
で
あ
れ
ば
、
骨

格
予
算
に
は
入
ら
な
い
。

【
問
】
今
の
町
長
が
就
任

し
て
か
ら
お
よ
そ
1
年

近
く
の
期
間
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
精
査
に
要
し
た
。

石橋　直季 議 員

令和4年度当初予算案は骨格予算として編成

役場各所にある
「自治基本条例PRサイン」
（東郷町HPより）

【
問
】
議
員
当
時
、
自
治

基
本
条
例
の
修
正
動
議
に

賛
成
し
た
。
改
正
は
。

【
町
長
】
町
長
に
な
っ
て

か
ら
修
正
案
記
載
の
仕

組
み
に
課
題
を
認
識
し

た
。
現
段
階
で
修
正
は

考
え
な
い
。

【
問
】
本
町
の
医
療
環
境

か
ら
み
て
効
果
は
薄
い

と
思
わ
れ
る
高
齢
者
初

診
料
無
料
化
の
状
況
は

い
か
が
か
。

【
町
長
】
健
康
度
チ
ェ
ッ

ク
を
前
提
に
75
歳
以
上
の

初
診
医
療
費
相
当
分
の
商

品
券
配
布
を
3
年
度
当
初

予
算
案
に
計
上
し
た
が
議

会
で
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

た
め
未
実
施
。

【
問
】
本
町
の
給
食
は
「
日

本
一
お
い
し
い
」
か
。

水川　淳 議 員

所
信
表
明
で
示
し
た

事
業
・
施
策
に
つ
い
て

自
治
基
本
条
例

一
般
質
問

　 ハイ  ぎかいです  令和 4 年 2 月 1 日　 12



一
般
質
問

一
般
質
問

【
問
】
来
年
の
４
月
１
日

に
明
治
９
年
以
来
140
年
ぶ

り
に
成
年
年
齢
を
20
才
か

ら
18
才
に
引
下
げ
る
こ
と

を
内
容
と
す
る
民
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
、
従
来
と
大
き
な

差
異
が
で
き
る
。
18
才
で

「
で
き
る
」
に
な
る
こ
と

は
何
か
。

【
企
画
部
長
】
主
な
も
の
と

し
て
、
携
帯
の
購
入
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
作
成
・

親
の
同
意
が
な
く
て
も
、

契
約
や
結
婚
が
で
き
る
。

【
問
】
改
正
後
も
、
20
才

に
な
る
ま
で
「
で
き
な
い
」

こ
と
は
何
か
。

【
企
画
部
長
】
飲
酒
・
喫
煙
・

公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
。
国
民

年
金
の
被
保
険
者
資
格
を

得
る
こ
と
。

【
問
】
18
才
で
成
年
と
な

る
と
、
悪
徳
商
法
が
気

が
か
り
。
制
度
の
よ
り

広
い
周
知
が
必
要
で
は

な
い
か
。

【
企
画
部
長
】
今
後
も
、

周
知
・
啓
発
に
努
め
て

い
く
。

【
問
】
令
和
５
年
の
成
人

式
は
、
成
年
年
齢
の
引
下

げ
に
よ
り
18
才
・
19
才
・

20
才
を
対
象
と
す
る
３
世

代
を
同
時
に
行
う
自
治
体

が
あ
る
。
当
町
で
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

【
教
育
部
長
】
20
才
と
し
て

従
来
通
り
に
行
う
。

【
問
】
で
は
、
令
和
6
年

以
降
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

【
教
育
部
長
】
20
才
と
し
て

従
来
通
り
に
行
う
。

記号式投票用紙（神戸市ホームページより）

【
問
】
役
場
の
男
女
の
賃

金
格
差
の
現
状
は
。

【
企
画
部
長
】
制
度
上
、

男
女
の
賃
金
格
差
は
な

い
。
平
均
給
料
は
男
性
約

32
万
円
、
女
性
約
27
万
円

だ
が
平
均
年
齢
や
最
終
学

歴
に
よ
る
も
の
。
育
児
休

暇
を
取
っ
て
も
昇
給
に
影

響
し
な
い
が
勤
務
日
数
に

応
じ
て
決
ま
る
期
末
手
当

に
は
影
響
す
る
。

【
問
】
民
間
の
男
女
の
賃
金

格
差
是
正
へ
取
り
組
み
を
。

【
経
済
環
境
部
長
】
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
で
の

啓
発
を
予
定
し
て
い
る
。

【
問
】
役
場
や
公
園
の
女
性

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
。

【
総
務
部
長
】
女
性
職
員

の
意
見
を
聴
き
研
究
す
る
。

【
都
市
建
設
部
長
】
公
園

愛
護
会
な
ど
の
意
見
を
聴

き
検
討
し
た
い
。

【
問
】
字
を
書
く
の
が
難
し

い
人
も
投
票
し
や
す
い
記

号
式
投
票
用
紙
の
採
用
を
。

【
総
務
部
長
】
選
挙
管
理

委
員
会
の
意
見
を
聴
き
検

討
し
た
い
。

【
問
】公
園
に
時
計
設
置
を
。

【
都
市
建
設
部
長
】
地
区

か
ら
の
要
望
に
応
じ
検
討
。

女
性
ト
イ
レ
へ
の

生
理
用
品
設
置

記
号
式
投
票
用
紙

公
園
の
時
計

若園　ひでこ 議 員

成年年齢の引下げによる変化や影響と
その周知について

門原　武志 議 員

性別に関わらず生きやすいまち実現を
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一
般
質
問

國府田　さとみ 議 員

【
問
】
現
ワ
ク
チ
ン
は
特
例

承
認
ワ
ク
チ
ン
で
、
長
期

的
な
効
果
や
安
定
性
、
安

全
性
は
不
明
で
治
験
中
。

３
回
目
以
降
の
接
種
に
際

し
、
そ
の
明
示
・
説
明
は
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
製
薬

会
社
の
適
正
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
厚
労
省
の
方
針
に
基

づ
い
て
対
応
す
る
。

【
問
】
副
反
応
に
関
す
る
積

極
的
な
情
報
提
供
は
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
厚
労

省
副
反
応
検
討
部
会
等
で

の
情
報
収
集
含
め
、
し
っ

か
り
と
や
っ
て
い
く
。

【
問
】
接
種
の
選
択
が
公
平

に
行
わ
れ
る
た
め
、
ま
た

接
種
有
無
を
巡
る
人
権
の

尊
重
・
保
護
へ

の
措
置
は
。

【
こ
ど
も
健
康

部
長
】
町
H
P
、

広
報
紙
で
啓
発
。

一
日
二
回
の
誹

謗
中
傷
・
人
権
侵
害
防
止

へ
の
館
内
放
送
。
８
月
に

誹
謗
中
傷
等
に
関
す
る
対

策
検
討
委
員
会
設
置
。
教

育
委
員
会
よ
り
接
種
は
希

望
制
の
旨
周
知
。

【
問
】
町
内
施
設
で
の
マ
ス

ク
非
着
用
へ
の
配
慮
は
。

【
総
務
部
長
】
人
権
を
保
護

し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
。

【
問
】
保
育
園
・
小
中
学
校

の
マ
ス
ク
着
用
の
措
置
は
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
子
ど

も
の
負
担
に
な
ら
な
い
無

理
の
な
い
範
囲
で
お
願
い
。

【
教
育
部
長
】
原
則
着
用
を

お
願
い
。
非
着
用
へ
も
寛

容
に
対
応
。

「富山市立学校新型コロナウイルス感染症
対策検討会議だより」マスクのリスクを紹
介し、幼児には着用しないことを推奨。

【
問
】
春
木
川
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ロ
ー
ド
の
整
備
は
。

【
都
市
建
設
部
長
】
伊
勢

木
橋
か
ら
瀬
戸
大
府
東
海

線
高
架
下
前
田
橋
の
区
間

の
春
木
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
は
セ
ン
ト
ラ
ル
開

発
地
区
の
宅
地
分
譲
が
進

み
、
新
た
な
街
並
み
の
形

成
に
合
わ
せ
整
備
を
行
っ

て
い
く
。

【
問
】
東
郷
町
の
災
害
時
受

援
計
画
作
成
状
況
は
。

【
総
務
部
長
】
受
援
計
画
の

作
成
は
、
本
町
の
実
情
に

合
わ
せ
受
援
訓
練
を
行
い

な
が
ら
作
成
し
て
い
く
。

【
問
】
自
主
防
災
組
織
の
連

携
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

災
害
時
に
も
広
範
囲
で
被

害
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
防
災
組

織
が
一
体
と
な
り
連
携
し

て
行
動
で
き
る
連
絡
協
議

会
の
設
置
が
必
要
と
考
え

る
が
。

【
総
務
部
長
】
連
携
の
重
要

性
を
考
え
、
各
地
区
の
自

主
防
災
組
織
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
連
絡
協
議
会

の
設
置
を
検
討
す
る
。

【
問
】
災
害
時
に
災
害
弱
者

を
地
域
で
救
う
「
個
別
支

援
計
画
・
福
祉
マ
ッ
プ
」

の
作
成
は
。

【
総
務
部
長
】
避
難
行
動
要

支
援
者
に
お
け
る
個
別
支

援
計
画
は
個
別
の
避
難
計

画
モ
デ
ル
の
作
成
に
向
け

て
、
地
区
を
選
定
し
検
討

を
開
始
し
て
い
る
。

加藤　啓二 議 員

セントラル開発周辺の整備と
東郷町地域防災計画について

ワクチン接種とマスク着用への様々な在り方が
尊重され、誰もが生きやすい地域社会を

春木川ウォーキングロード未整備
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その他の内容はぜひ動画をご覧ください。

2050年カーボンニュートラル宣言先進自治体

る
が
濃
厚
接
触
者
へ
は

二
週
間
保
償
が
な
い
。

独
自
に
10
万
円
支
給
な

ど
支
援
が
必
要
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

【
福
祉
部
長
】
社
会
福
祉

協
議
会
を
介
し
て
緊
急
小

口
貸
付
を
紹
介
す
る
。

【
問
】
感
染
後
の
後
遺
症

に
悩
ん
で
い
る
方
の
支

援
は
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
健

康
推
進
課
で
応
じ
て
い
る
。

【
問
】
諸
輪
東
部
開
発
地
域

の
進
出
企
業
は
こ
の
3
年

間
、
ゼ
ロ
で
あ
る
。
現
状

の
分
析
と
対
応
策
を
問
う
。

【
都
市
建
設
部
長
】
当
該
地

域
は
優
良
農
地
で
あ
り
、

利
用
に
当
た
り
制
限
や
事

前
協
議
に
時
間
を
要
し
て

進
出
を
断
念
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
今
後
は
進
出
企

業
に
対
し
積
極
的
な
情
報

提
供
と
関
係
機
関
と
の
事

前
相
談
等
開
発
手
続
き
の

短
縮
化
に
努
め
て
い
く
。

【
問
】
本
町
に
は
入
院
で

き
る
施
設
が
少
な
い
の
で

診
療
所
に
10
床
程
の
臨
時

入
院
施
設
の
準
備
を
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
国

と
愛
知
県
の
計
画
に
て
愛

知
県
知
事
が
決
め
る
。

【
問
】
町
内
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
が
な
く
、
名
古
屋
２

か
所
、
他
に
1
か
所
を
用

意
し
て
く
れ
た
が
、
す
ぐ

に
一
杯
に
な
り
利
用
で
き

な
く
な
っ
た
。
本
町
に
も

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
を
誘
致

し
コ
ロ
ナ
対
策
に
活
用
し

て
欲
し
い
が
い
か
が
か
。

【
都
市
建
設
部
長
】
セ
ン

ト
ラ
ル
開
発
が
誘
致
を
し

た
場
合
な
ど
に
は
積
極
的

に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
感
染
者
へ
の
傷
病

手
当
金
な
ど
保
償
は
あ

【
問
】
愛
知
県
下
の
2050
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

宣
言
自
治
体
は
、
現
在
15

市
町
が
先
行
し
て
い
る
。

本
町
の
意
思
を
問
う
。

【
経
済
環
境
部
長
】
宣

言
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

重
要
課
題
と
認
識
す
る
。

S
D
G
s
も
視
野
に
入

れ
、
全
町
民
・
事
業
者
の

み
な
さ
ま
と
協
働
し
課
題

解
決
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

【
問
】
来
春
施
行
予
定
の

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循

環
法
」
は
プ
ラ
容
器
包
装

と
製
品
ゴ
ミ
一
括
回
収
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
対
応
に
つ
い
て
考
え
を

問
う
。

【
経
済
環
境
部
長
】
法
に

基
づ
い
た
国
の
動
向
を

注
視
し
、
尾
三
衛
生
組

合
構
成
市
や
関
係
事
業

者
の
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
情
報
収
集
に
鋭
意

努
め
る
。

山田　達郎 議 員

一
般
質
問

コロナ禍の緊急時に備えて
臨時入院施設の確保の準備を早急に

加藤　達雄 議 員

SDGsも視野に入れた
本町の地球温暖化対策について

企
業
誘
致
の
課
題

東
郷
町
に

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

誘
致
を
積
極
的
に
！

困
っ
て
い
る
方
へ
の

相
談
窓
口
を

設
置
し
て
ほ
し
い
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町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
は「
文
字
ば
か
り
で
と

て
も
読
む
気
に
な
れ
な
い
」と
ご
指
摘
を
い
た

だ
き
、議
員
か
ら
は「
100
字
の
字
数
で
は
と
て
も

伝
え
き
れ
な
い
」と
要
望
が
あ
っ
て
議
案
の
討
論

紹
介
ペ
ー
ジ
に
大
々
的
に
採
用
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
。前
号
141
号
の
リ
ン
ク
に
不
備
が
あ
り
、大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
細
心

の
注
意
を
は
らって
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、み
な
さ
ま
と
お
顔
を
合
わ
せ
て
の「
議

会
報
告
会
」及
び
各
中
学
校
区
の
地
区
会
場
に

議
員
が
お
邪
魔
し
て
の「
ご
当
地
意
見
交
換
会
」

は
、現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
状
況
に
よ
り
開
催
を
見
合
わ
せ
て
お
り
ま

す
。開
催
の
際
に
は
、「
ハ
イ
ぎ
か
い
で
す
」へ
の

ご
意
見
と
と
も
に
、ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
広
聴
副
委
員
長　
中
野
ま
さ
ひ
ろ
）

編
集
後
記

令和４年３月定例会の日程

【締切】３月11日（金）

3月11日（金）予算委員会
3月15日（火）総務経済委員会
3月16日（水）文教民生委員会
3月23日（水）本会議（閉会）

2月25日（金）本会議（開会）
3月4日（金）本会議（一般質問）
3月7日（月）本会議（一般質問）
3月8日（火）本会議（一般質問・議案質疑）
3月10日（木）予算委員会

※新型コロナウイルス感染症の状況で日程を変更する場合
があります。

　1929年開場から100年近く、本町のランドマークとして
認知され続けてきた「和合ゴルフ場」。
　正式名称は「名古屋ゴルフ倶楽部和合コース」である
が、中部財界のみなさまや多くの町民のみなさまからも親
しみを込めて“わごう”と称され、愛されております。
　1960年からは日本最古の民間ゴルフトーナメント「中日
クラウンズ」がスタート。2021年には61回（2020年はコ
ロナで中止）を数え、中部地区に限らず日本有数のゴルフ
場でありゴルファー憧れの地であります。
　また、本町の多くの先輩方もキャディーやグリーンキー
パーとして働き、現在も多数の方々が携わっておられま
す。本町出身のプロゴルファーやゴルフ場関係者も多く
輩出され、数多くの方がゴルフ関係で活躍されておられま
す。毎年夏には、和合ゴルフ場のご厚意で東郷町民チャリ
ティゴルフ大会も開催され、多くの町民の方が楽しんでお
られます。

　第16回の議会報告会も、コロナ対
策のため、ネット配信版にて２月下旬ご
ろに実施（配信開始）いたします。
　また、「ご当地意見交換会」について
も、コロナの感染状況を考慮しながら、
開催できるようになりましたら速やか
に実施したいと考えております。

本町のランドマーク「和合ゴルフ場」
表紙の写真

令和４年度

「議会モニター」
募集中‼

議会モニター募集案内QRコード▶

応募方法　

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

水
川
　
　
淳

中
野
　
ま
さ
ひ
ろ

高
木
　
佳
子

比
嘉
　
浩
二

山
下
　
　
茂

熊
田
　
彰
夫

加
藤
　
宏
明

加
藤
　
啓
二

①「応募用紙（ホームページからダウンロード、または
役場1階受付でお渡しします）」に必要事項を記入し、
議会事務局に持参又はお送りください。送付方法は、
郵送、FAX、メールのいずれの方法でも結構です。

② 応募者多数の場合は抽選によ
り決定。
※詳しくは、ホームページまたは役
場1階受付でお渡しする「募集要
項」をご覧ください。

議会運営に対してご意見をいただき、
分かりやすく開かれた議会を実現するため

3月9日（水）本会議予備日
3月14日（月）・17日（木）委員会予備日

第16回議会報告会

議会ウェブページ


